
「北海道・東北ブロック 令和７年度林業グループコンクール」における 
池田町林業グループの最優秀賞受賞について 

 北海道及び東北６県では、平成 7 年度より関係団体とともに、林業技術の
向上や林業経営の発展のために、自主的に地域の振興・活性化に取り組む
など、優秀な実績を挙げた林業グループを表彰する北海道・東北ブロックの
コンクールを７道県持ち回りで開催しています。 
 この度、道及び関係団体の主催により、令和７年度の北海道・東北ブロック
のコンクールが９月２日に札幌市で開催され、活動を発表した７道県の代表
グループの中から、長年の地域活動や新規会員数の増加などが高く評価さ
れた池田町林業グループが最優秀賞を受賞しましたのでお知らせします。 
 
１ 北海道・東北ブロック 令和７年度林業グループコンクールの概要 

（１）主催 
北海道、北海道林業グループ協議会、全国林業研究グループ連絡協 
議会 

（２）後援 
一般社団法人全国林業改良普及協会、北海道森林組合連合会、公
益社団法人北海道森と緑の会、一般社団法人北海道林業機械化協
会、北海道指導林家連絡協議会、全国林業普及懇話会北海道支部 

（３）開催日等 
令和７年９月２日（火） 会場：ホテル札幌ガーデンパレス 

（４）最優秀賞受賞者 
池田町林業グループ（北海道代表） 

※発表者：川口 幸弘 氏、福家 菜緒 氏 
２ 今後の予定 
  最優秀賞を受賞した池田町林業グループは、北海道・東北ブロック代表と

して、全国林業グループコンクール（令和８年２月２７日 東京都内）にて発
表を行います。 

・北海道・東北ブロックの対象は、北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田 

県、山形県、福島県の７道県です。 

・北海道・東北ブロックでの北海道の最優秀賞受賞は、昨年度の森町林業グ 

ループに続き２年連続となります。 

・全国コンクールでは、北海道東北、関東山梨、中部北陸、近畿、中国四国、 

九州の６ブロックから選出された代表グループが発表します。 

・北海道十勝総合振興局森林室普及課（池田分室）  

主幹兼普及課長 白川 伸輔  TEL 015-572-2141



北 海 道 ・ 東 北 ブ ロ ッ ク 
「 令和７年 度林業グル ープコン クール及び 

第 62 回林業グループ意見交換会」開催実施要領 
 
１ 目  的 

林業技術の向上･林業経営の発展のために、自主的な集団活動を行って地域の振興･活性化を図っている

林業グループを取り上げ、その活動･研究を明らかにする体験（意見）･成果を発表･討議することによって、

林業グループ相互の発展･資質の向上を図るとともに、特に優秀な実績を上げたグループを表彰する。 

さらに、林業経営等の事例を基に意見交換を行い、グループ活動の活性化と参加者の資質の向上を図る

ことを目的とする。 
 
２ 主  催 

北海道 

北海道林業グループ協議会 

全国林業研究グループ連絡協議会 
 
３ 後  援 

一般社団法人全国林業改良普及協会 

北海道森林組合連合会 

公益社団法人北海道森と緑の会 

一般社団法人北海道林業機械化協会 

北海道指導林家連絡協議会 

全国林業普及懇話会北海道支部 
 
４ 開催期間 

令和７年９月２日（火）～９月３日（水） 
 
５ 日  程 

  日程表（別紙１）のとおり 
 
６ 開催場所 

（１）ホテル札幌ガーデンパレス 

（〒060-0001 北海道中央区北１条西６丁目 電話：011-261-5311） 

（２）エスコンフィールド北海道 

（〒061-1116 北海道北広島市 F ビレッジ１番地） 
 
７ 参 加 者 

北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県の林業研究グループ員及び道県の林業研究

グループ育成指導を担当する職員とする。 

（１）林業研究グループ員の参加 

    ア 各県の林業研究グループ員（参加者の内、１名は県林研連会⾧もしくは代理者） 



    イ 北海道内の林業グループ員等 

（２）育成指導担当職員等の参加 

    ア 各道県の育成指導を担当する職員 

    イ 北海道職員及び市町村･森林組合等の林業グループ指導担当職員 

  ウ 北海道指導林家等 
 
８ コンクールの進め方 

（１）発 表 

道県の林業グループの代表者が、当該グループの活動状況や研修内容について 15 分（発表 12 分、質

疑３分）で発表する。 

（２）役割分担 

ア 発表における司会･進行･記録･取りまとめは、北海道林業グループ連絡協議会が行う。 

発表した林業グループに、全国林業研究グループ協議会会⾧が表彰する。 

イ グループコンクールの概要については、北海道林業グループ連絡協議会が取りまとめ、全国林業研

究グループ連絡協議会に報告する。 

（３）その他 

ア 審査方法については、別途定める。 

イ 当日配布する資料がある場合は、100 部準備すること。 

参加者が多数で配布部数が 100 部を超える場合は、再度連絡します。 
 
９ 発表要旨の原稿、調書及び参加申込書 

（１）提出様式等 

ア 発表要旨は、横書きで 3,200 字以内とする（別紙２ 調書様式参照）。 

イ 発表グループに係る調書は、令和７年度林業グループコンクール実施要領（令和７年６月６日付け

全林研第４号）の５に規定する「林研グループ実態カード（別紙３）」とする。 

ウ 参加申込書は、別紙４のとおりとする。 

（２）提出期限 

発表要旨の原稿、調書及び参加申込書を、令和７年７月 18 日（金）までに、北海道水産林務部森林海

洋環境局成⾧産業課に提出するものとする。 
 
10 連絡・問い合わせ 

  北海道水産林務部森林海洋環境局成⾧産業課 主任普及指導員 舟生 憲幸 

    〒060-8588 北海道札幌市中央区北３条西６丁目 

    ＴＥＬ：011-204-5517、ＦＡＸ：011-232-1578 

    E-mail：funyuu.noriyuki@pref.hokkaido.lg.jp 

  ［北海道林業グループ協議会事務局］ 

    北海道森と緑の会 普及課⾧ 原 雅彦 

  〒060-0004 北海道札幌市中央区北 4 条西５丁目１ 林業会館３階 

    ＴＥＬ：011-261-9022、ＦＡＸ：011-261-9032 

    E-mail：hara@h-green.or.jp 


